
令和７年定例会

予算決算常任委員会防災県土整備企業分科会

提 出 資 料

○ 議案補充説明

Ⅰ【議案第 112 号】 

企業庁企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を 

改正する条例案について・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

令和７年６月２０日

企 業 庁



【議案補充説明】議案第 112 号 

Ⅰ 企業庁企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を

改正する条例案について 

１ 改正理由 

  地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に鑑み、部分休業を取得

した場合における給与の減額についての規定を整備するものです。 

２ 改正内容 

 部分休業の取得形態について、現行の「１日につき２時間を超えない範囲内」

の形態に加え、「１年につき管理者が指定する時間を超えない範囲内」の形態

を設けます。 

３ 実施期日 

  令和７年 10月１日から施行します。 
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企
業
庁
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
三
重
県
条
例
第
六
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正

す
る
。

改

正

後

改

正

前

（
給
与
の
減
額
）

（
給
与
の
減
額
）

第
十
九
条

（
略
）

第
十
九
条

（
略
）

２

職
員
が
部
分
休
業
（
当
該
職
員
が
そ
の
小
学
校

就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
（
民
法
（
明
治

二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
八
百
十
七
条
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
当
該
職
員
と

の
間
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
特
別
養
子
縁

組
の
成
立
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
た

者
（
当
該
請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
裁
判
所

に
係
属
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、

当
該
職
員
が
現
に
監
護
す
る
も
の
、
児
童
福
祉
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十

七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六

条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
で

あ
る
職
員
に
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童
そ
の
他
こ

れ
ら
に
準
ず
る
者
と
し
て
管
理
者
が
別
に
定
め

る
者
を
含
む
。
）
を
養
育
す
る
た
め
一
日
の
勤
務

時
間
の
全
部
又
は
一
部
（
二
時
間
を
超
え
な
い
範

囲
内
又
は
一
年
に
つ
き
管
理
者
が
指
定
す
る
時

間
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
時
間
に
限
る
。
）
を
勤

務
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
）
、
高
齢
者
部
分
休
業

（
当
該
職
員
が
六
十
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る

年
度
の
翌
年
度
の
四
月
一
日
以
後
の
日
で
、
当
該

職
員
が
申
請
に
お
い
て
示
し
た
日
か
ら
そ
の
定

年
退
職
日
（
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
五
十
九
年
三
重
県
条
例
第
十
九
号
）
第
二
条
に

規
定
す
る
定
年
退
職
日
を
い
う
。
）
ま
で
の
期
間

２

職
員
が
部
分
休
業
（
当
該
職
員
が
そ
の
小
学
校

就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
（
民
法
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治

二
十
九
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八
十
九
号
）
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。
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縁
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し
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が
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る
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を
含
む
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）
を
養
育
す
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た
め
一
日
の
勤
務

時
間
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一
部
（
二
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
時

間
に
限
る
。
）
を
勤
務
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
）
、

高
齢
者
部
分
休
業
（
当
該
職
員
が
六
十
歳
に
達
し

た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
四
月
一
日
以

後
の
日
で
、
当
該
職
員
が
申
請
に
お
い
て
示
し
た

日
か
ら
そ
の
定
年
退
職
日
（
職
員
の
定
年
等
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関

す
る
条
例
（
昭
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年
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重
県
条
例
第
十
九

号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
を
い
う
。
）

ま
で
の
期
間
中
、
一
週
間
の
勤
務
時
間
の
一
部

（
通
常
の
勤
務
時
間
の
二
分
の
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え
な
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中
、
一
週
間
の
勤
務
時
間
の
一
部
（
通
常
の
勤
務

時
間
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
範
囲
に
限
る
。
）

に
つ
い
て
勤
務
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
）
、
介
護

休
暇
（
当
該
職
員
が
配
偶
者
、
父
母
、
子
、
配
偶

者
の
父
母
そ
の
他
管
理
者
が
指
定
す
る
者
で
負

傷
、
疾
病
又
は
老
齢
に
よ
り
管
理
者
が
指
定
す
る

期
間
に
わ
た
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が

あ
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
要
介
護
者
」

と
い
う
。
）
の
介
護
を
す
る
た
め
、
管
理
者
が
別

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
職
員
の
申
出
に
基
づ

き
、
要
介
護
者
の
各
々
が
当
該
介
護
を
必
要
と
す

る
一
の
継
続
す
る
状
態
ご
と
に
、
三
回
を
超
え

ず
、
か
つ
、
通
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内

で
指
定
す
る
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
指

定
期
間
」
と
い
う
。
）
内
に
お
い
て
勤
務
し
な
い

こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お

け
る
休
暇
を
い
う
。
）
又
は
介
護
時
間
（
当
該
職

員
が
要
介
護
者
の
介
護
を
す
る
た
め
、
要
介
護
者

の
各
々
が
当
該
介
護
を
必
要
と
す
る
一
の
継
続

す
る
状
態
ご
と
に
、
連
続
す
る
三
年
の
期
間
（
当

該
要
介
護
者
に
係
る
指
定
期
間
と
重
複
す
る
期

間
を
除
く
。
）
内
に
お
い
て
一
日
の
勤
務
時
間
の

一
部
（
二
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
時
間
に
限

る
。
）
を
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
を
い
う
。
）
の
承

認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
場
合
に
は
、
前
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務
し
な
い
一
時
間
に

つ
き
、
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給
与
額
を
減
額
し

て
給
与
を
支
給
す
る
。

範
囲
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
勤
務
し
な
い
こ
と
を

い
う
。
）
、
介
護
休
暇
（
当
該
職
員
が
配
偶
者
、

父
母
、
子
、
配
偶
者
の
父
母
そ
の
他
管
理
者
が
指

定
す
る
者
で
負
傷
、
疾
病
又
は
老
齢
に
よ
り
管
理

者
が
指
定
す
る
期
間
に
わ
た
り
日
常
生
活
を
営

む
の
に
支
障
が
あ
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
要
介
護
者
」
と
い
う
。
）
の
介
護
を
す
る
た

め
、
管
理
者
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
職

員
の
申
出
に
基
づ
き
、
要
介
護
者
の
各
々
が
当
該

介
護
を
必
要
と
す
る
一
の
継
続
す
る
状
態
ご
と

に
、
三
回
を
超
え
ず
、
か
つ
、
通
算
し
て
六
月
を

超
え
な
い
範
囲
内
で
指
定
す
る
期
間
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
指
定
期
間
」
と
い
う
。
）
内
に
お

い
て
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
を
い
う
。
）
又
は
介

護
時
間
（
当
該
職
員
が
要
介
護
者
の
介
護
を
す
る

た
め
、
要
介
護
者
の
各
々
が
当
該
介
護
を
必
要
と

す
る
一
の
継
続
す
る
状
態
ご
と
に
、
連
続
す
る
三

年
の
期
間
（
当
該
要
介
護
者
に
係
る
指
定
期
間
と

重
複
す
る
期
間
を
除
く
。
）
内
に
お
い
て
一
日
の

勤
務
時
間
の
一
部
（
二
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

の
時
間
に
限
る
。
）
を
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
を

い
う
。
）
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
場
合
に

は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務
し

な
い
一
時
間
に
つ
き
、
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給

与
額
を
減
額
し
て
給
与
を
支
給
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提
案
理
由

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
鑑
み
、
部
分
休
業
を
取
得
し
た
場
合
に
お

け
る
給
与
の
減
額
に
つ
い
て
の
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
議
案
を
提
出
す
る
理
由

で
あ
る
。
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